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ブロードバンド時代のインタラクティブコンテンツ

マンガ：萩原慶

お題：『ムネオビッチの穴』

桜咲く入学シーズン真っ盛り。松鶴家千とせにも営業依頼が殺

到する今日この頃だったぜ、イエーイ。でも、まあ世の中「ムネオ」

一色な様相は変わらないようで、後ろめたいことがある人は、報道

関係者の目がムネオハウスに向いているうちに片付けておきまし

ょう、という意味も込めて、今月からスタートしました、100メガバイ

トなコンテンツをとくとご覧あれ！

今や各社がこぞって発売している「ホームサーバー」的な家電たち。PS2もXboxもハードディスクを搭載し、目指すは情報家電のハブだ！ でも、ちょっとまて、いっぱい情報家電が出揃
っても、コンテンツがなければ、すべての家電のモニターにムネオばっかり、ということになるんじゃないのか？ 嗚呼、これぞ真のムネオハウス！
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戦場での通信は退化しているの巻

オンライン学習今昔物語り

今月の一句
手回しがとても寂しいオンライン教室

（字あまり）

聖 咲奇（ひじりさき）
SF、ホラー、ファンタジー、レトロなどに関
することを職業にしている。アミューズメ
ントメディア総合学院の講師、大手ゲー
ム会社の顧問なんかも仕事。いったい何
者だ？

「正直言って、特別コンピュータに

詳しいわけでもない僕が『インター

ネットマガジン』で執筆するなんてプ

レッシャーを感じます」と書かれた

メールが編集部に届いたのは今年

2月の暮である。

メールが送信されたのはメソット

という、タイ・ビルマ国境にある小さ

な町。差出人は高部正樹、職業、

傭兵。米軍による、アフガン攻撃が

始まったころ、報道系のテレビ番組

に多く出演していたこともあるので、

彼を覚えている人もいるのではない

だろうか。

彼は80年代後半にアフガニスタ

ンに入国。ムジャヒディンとして実

践を初体験する。90年代に入って

からは、ビルマ・カレン民族解放軍

の一員として独立戦争を戦い、さら

にはボスニア・ヘルツェゴビナに飛

んでクロアチア外人部隊に参加、

そして再びカレン軍に参加するた

めに、タイ・ビルマ国境に帰ってきて

いる。つまり彼の居る場所は、常に

“最前線”と呼ばれる危険地帯で、

彼はそこで10数年間、生き残るた

めに、そして最強になるために、命

のすべてを使って戦い続けている

のだ。

そんな最前線で日々緊張した状

況に置かれている彼に、現地での

通信環境はという呑気な質問をす

ると、「2年程前からはメールが多く

なってきたが、それ以前は電話かフ

ァックスが主流。クロアチア陸軍の

ボスニア内の基地には基地内に郵

便局があり、そこから郵便物の発送、

国際電話やファックスの送信が可

能でしたね。ただ現在はメールによ

るやり取りが少なくなりつつありま

す。傭兵は多国籍にわたるため、英

語による通信が多いのですが、メー

ルでのやり取りでは途中で情報が

漏れたり、情報機関に探知（たとえ

ばエシュロンとか）される危険性が

あるからです。電話も携帯はなるべ

く使わず、有線のもので、しかも公

衆電話とかを使用するように気を

使います。現在は先進国間だった

ら検閲の心配もあまりないという事

で、急ぎでなければ郵便による通信

を使う事が多いです」との回答が

帰ってきた。

どうも、最前線では“通信”の方

法が、エシュロンなどのおかげで、電

子メールから郵便物へと退化してい

るようだ。

はたして、戦場の通信は今後どう

なって行くのか、伝書鳩まで退化し

続けるのか。

このコラムでは、今後、日本人傭

兵高部正樹が見た戦場通信の動

向をレポートしていく（ただし、現在

情勢が緊張しているため、緊急作

戦への参加などで不定期連載にな

る可能性アリ！）。

昔の夢は今の現実とはよく言わ

れる事である。ただ、昔の人が考

える“今”は非常に奇妙だったりも

して、その奇妙な未来像が21世紀

初頭、ブームになっていたりもする

のだ。たとえばディズニーランドに

あり、スペースマウンテンなどを有

する「未来の国」（古いね、どうも！）

などもとっくに古きよき時代の未来

感覚を全面に押し出す路線に鞍替

えしている。デザイン的なものだっ

て、30年代から未来を象徴してい

たアールデコデザインがいまだに

愛され続けている。この連載では、

このような夢の未来像を、現在の

テクノロジーと対比しながら断片的

にお見せしていきたいと思う。

初回は、編集者の強い希望で右

の絵を紹介する。これは1900年に

フランスの画家によって描かれた

“2000年の世界”シリーズの１枚だ。

タイトルは、なんと「オンライン教

室」。現在も「オンライン教室」と呼

ばれる、インターネットを使った学

習システムを、英会話学校などが提

供しているが、20世紀初頭の人間

に取っては、オンラインと言えばイ

ンターネットではなく右図のような、

リアルケーブルを指すものだったの

だ。ちなみに、右の機械に放り込

んでいるのはたぶん教科書で、それ

が手回し式マシンの中で翻訳？

されて、ケーブルを伝い、生徒の頭

の中に飛び込んでいくというもの

だ。生徒はただ、ヘッドギアらしき

ものをつけていれば、教科書の内

容が脳みそにインプットされるとい

う仕組みなのかもしれないし、もし

かしたら単に全員に教科書の内容

を聴かせているだけとも思える。と、

いうのも、どうもこの機械は手回し

式オルガンと同じ理屈に思えるの

だ。19世紀末といえばパウル・エ

ーリッヒ発明の「アリストン・オルガ

ネット」という小型の手回しオルガ

ンが流行していたし……。

ただ、クラスのみんなの表情が

冴えない（特に手回ししている子）

のは、やはりどんな方法でも勉強は

つまらないからだろう。そんなわけ

で、次回もタイムトンネルの向こう

からユニークな未来像を捜して来

ようと思う。

高部氏の著書『傭兵のお仕事』（文芸社）『傭兵の誇
り』（小学館）。『傭兵のお仕事』には、傭兵としてのサ
バイバルノウハウが克明にかかれ、『傭兵の誇り』には
生 し々い戦場の光景が描かれている。
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オンライン古書店は儲かりません！

メール募集中の企画

あなたの夢をかなえたろ！

将来、こんなパソコンや携帯電話、PDA
ができたらいいなと思っているそこのアナ
タ！その夢を編集部までお送りください。
いつごろできるかを、編集部のコネを活か
して大企業さんに聞いてきます。

1

おっしゃ企画持って来い！

つまんねえって言うぐらいなら、お前ら企
画出せよ！ということで、ここで連載して
もらいたい企画を募集します。「つのだ★
ひろのＩＴオフィス探訪」など、毎回生でメ
リージェインが聴けるといった、編集部に
メリットのある企画だと嬉しいです。

3

熱血！コラムランキング

「100メガバイト」の中にあるコラムをおも
しろい順に格付けしてください。いや、つ
まんない順でも結構なんですけどね…
…。この意見をもとに、コラムのラインナ
ップが変わって行きます。「全部つまんね
え！」なんて言わないで……。

2

IT風水 参加者募集

「気の流れがまるっきり止まっています」
など、ドッキリ発言満載の「IT風水」（ちな
みに右ページ参照）。最近業績が……と
思っている社長さん。今こそＩＴ風水して
見ませんか？ 風水鑑定してもらいたい、
ハイテクベンチャー企業を大募集。

4

この告知にかかわるもろもろの質問、応募は

鈴木収春（すずきむねはる）
おそらく最年少オンライン専業古書店主。本の買取り＆
ライター仕事募集中

www.ne.jp/asahi/ecodec/ep/

はじめに言っておきたいのだけれ

ど、オンライン古書店は儲かるもの

ではありません。正確に言うと、ま

だウェブで古本を売るのが珍しか

ったころはおもしろいように売れた

時期があるにはあった。しかし、既

存の古書店たちも目録をウェブにア

ップするようになり、いまやその数

800店以上。供給が需要を、見事

なまでに上回っているのである。

もちろん、店舗を持っている古書

店も儲かっているわけではなく、

次 と々街の古書店は消えてしまっ

ている。「目利き」という古本業界の

常識を捨てることによって、一人勝

ちしたブックオフも、古書店からラー

メン屋への展開計画をホームペー

ジで明言。とにかく古本業界は大

ピンチなのだ（きっと長引く不況の

せい）。

そんななか、久しぶりに飛ぶよう

に売れる本のジャンルが出てきた。

「女相撲」関連書籍である。

古書組合に加盟している某氏

（東京だと100万円かかるので、弱

小オンライン古書店の店主の僕は

加入できていません）によれば、女

相撲に関連した雑誌や書籍は「仕

入れれば絶対売れる」というキラー

コンテンツになっているのだそうだ。

資料的価値があって（何の資料

だ？）、ジェントルマンの国イギリス

で女相撲映画『恋はハッケヨイ』が

作られたくらいで、ワールドワイドに

人気があるというのがその理由な

のだが、そういうわけで、今日も古本

市では古書店のおやじたちが女相

撲の本を取り囲み、札を張りあい

待ったなしの大ハッスルとなってい

るのである。

じゃあ、組合に加入できず、女相

撲本がなかなか手に入らないウチ

のような零細古書店は、潰れない

ためにどうしたらよいか。

そこはやはり古書店をやっている

ことを活かしてなにかキラーアプリ

を持つのである。僕が今年やろう

としているのは名著の復刊運動。

良い本は確実に売れるおいしい餌

なのだが、なかなか手に入らない。

もちろん、手に入っても、1冊売った

らおしまいなのだ。だから、そういう

本を何冊か厳選して復刊させてみ

たいのだ。投票で決めたりするの

ではなく、古書店主導の復刊運動。

非常に夢があるのだが、夢ではお

腹はふくれずに、やっぱりラーメンは

おいしいので、ブックオフを見習っ

てラーメン屋に転身しようかと思う、

今日この頃です。

お気付きの方もいらっしゃるかと

思いますが、このページは「インタラ

クティブ」でございます。つまりテレ

ビや新聞といった既存のメディアで

は不可能な新しい表現、そしてエン

ターテインメントを目指しているわけ

であります。ということで、雑誌とい

うメディアの特性上、非同期ではあ

りますが読者の方とのコミュニケー

ションを軸に、このページは進化し

て行きます。つきましては、メールに

て、ご批判、ご意見、“つのだ★ひ

ろ”の「★」って何？ という人生相

談まで、右の項目重視でドシドシ送

ってください（ウイルスなどの危険物

不可）。

現在、復刊してほしいと思っている獅
子文六『悦ちゃん』（角川文庫） 貧乏
父娘がめでたくハッピーエンドを迎える
獅子文六初の新聞連載小説です。

告 知 ! !
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①編集長倉園　現在天中殺の時期だ
が、運気自体が強いので相殺している。
西の坤命の星なのでベストなポジション
取り。

②副編集長高橋　ポジション自体は悪く
ないが、常に編集長に監視されている位
置だけに早めの移動が望ましい。

③副編集長佐々木　巽命の彼にとって
は最悪のポジション。運気は下がりっぱ
なし。運気が下がることで、何事にもキレ
やすくなっている。

④制作管理担当チーフ内山　ポジショ
ン的には悪くはないが、リフレッシュルー

ムにある自動販売機のせいで座席まわり
の磁場は最悪。

⑤副編集長藤井 この位置でまったく問
題なし。アイデアが湧き出てくるでしょう。

⑥入り口 この編集部の入り口は狭す
ぎる。ドアを大きく開け、半円系のテーブ
ルを置き、さらに左右対称に竜を置くこと
で、気がより入りやすくなります。

⑦自動販売機 この編集部の磁場を荒
らしている張本人。壁越しでも座席に隣
接しない場所に移動させましょう。

■IT風水前

気の流れは滞っています！

■IT風水後

いたるところに気が！

⑧編集長倉園 さらに西にポジションを
移すことで、判断力に磨きがかかります。
ちなみに重大な判断をするときは、同じ
坤命の星の内山チーフに相談しましょう。

⑨副編集長高橋　編集長のサイドに回
ることで、彼の右腕的存在としてさらに力
を発揮できます

⑩副編集長佐々木　少し方向を変える
だけで感性、アイディアともに優れたもの
が湧き出てくるでしょう。運気UPは30代
後半から！

⑪副編集長藤井　悪運に免疫のある彼
は、どこにいっても平気です。

⑫制作管理担当チーフ内山 自動販売
機から距離をとることで本来の運気が回
復します。経理や進行管理にかかわるチ
ームはデスクはまっすぐしていないとボロ
が出ます。

⑬自動販売機
なるべく座席から遠ざけましょう。さもない
と混乱します。

⑭入り口　竜を置いたことで、運気がよ
り多く入ってくるようになります。次号『イ
ンターネットマガジン』は完売間違いなし
です。

インターネットマガジン編集部の巻

風水師YUKARI
風水環境科学研究所所長松永修岳氏から、密教秘伝風
水術を学ぶ。平成14年2月東京ガス株式会社において
風水講演会を開催。現在空間プロデューサー、風水プラ
ンナーとしてフリーで活動中。

homepage1.nifty.com/yukari-fengshui/

編集部（以下編） これから、ガン

ガン『インターネットマガジン』が売

れるようになるにはどうすればいい

んでしょう？

YUKARI先生（以下YU） 机が全

部真っ直ぐ横に並んでますよね。こ

のレイアウトは「真面目、堅い」。こ

れでは面白みがありません。もちろ

んこれは創る雑誌にも反映されま

す。そして入り口ですね。この入り

口では良い気は入りにくい。気は

玄関から入ってきますから。雑然と

したチラシやポスター、人数を明ら

かに上回る傘の量……。これでは

だめです。

編 座席についてはどうですか？

YU 編集長の座席は今のままで

もいいんですが、もう少し西よりの

ポジションに変わればさらに運気が

UPするでしょう

編 それまたどうして？

YU 彼は坤命という星の持ち主

なので、西にポジションを取るのが

いいのです。この編集部の方は、ほ

とんどが西に運気を持っている人

なので、机の並びも西向きにしたほ

うがいいですね

編 西向きデスクで部数もアップ、

バンザーイ！

YU ちょっと待ってください。でも、

この編集部には基本的に運気があ

まり流れ込んできていないですね。

編 ドォー！ってことは、机を並べ

変えてもムダ？

YU まず、入り口を改造するところ

から始めましょう。入り口に運気を

呼び込む、半円形やアール（曲線）

のテーブルを置きましょう。さらにそ

の両横に発展力をもたらすために

勢いのある観葉植物を一対、そして

獅子もしくは麒麟、竜の置物もテー

ブルの上に一対置くといいでしょう。

左右対称のものは左脳と右脳のバ

ランスを良くします。竜や麒麟の置

物は金色だと、さらに気の流れがよ

くなりますよ。あまり売ってません

が。

編 キン……、18金じゃないとダメ

ですか？ 2匹で、お、おいくらぐら

いするもんなんでしょう？

YU ……。いや、できれば金色が

いいですよというだけですから。

編 よっしゃー！入り口改造で部

数アップ、これにて一件落着！

YU ちょっと待ってください。この

内山さんの席、まずいですね。

編 彼女から変な気が出てます？

YU いや、そういうことじゃなくて、

磁場が異常に混乱しているのです

よ、このあたり。ああ、壁の裏にあ

る、大きな自動販売機のせいです

ね。もし、自動販売機を移動させる

ことができないなら、このあたりに

席を設けるのはやめたほうがいいで

すね。そのかわり、磁場を整えるた

めにも、観葉植物などを置くといい

でしょう。

編 ちゅうことは、多くの電磁波を

出すマシンの近くにいる人は運気

が下がると？

YU 運気が下がるというよりも、脳

が混乱して判断ミスを起こしやすい

ということです。IT系企業さんはサ

ーバーの配置場所に十分気を付け

たほうがいいですよ。

編 うーん、つまりインターネットマ

ガジンが売れるかどうかは自動販売

機にかかっているわけですね。よっ

しゃー！明日から自動販売機が編

集長だ！
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